
森林再生基金（FRONT80）

林業への支援

手
を
入
れ
れ
ば
森
は
生
き
返
る

国土の7割が森で覆われる森林大国・日本。国土の7割が森で覆われる森林大国・日本。

温暖な気候や豊富な降水量によって国土は緑に彩られています。温暖な気候や豊富な降水量によって国土は緑に彩られています。

しかし、主に戦後に植林された森林の4割を占める人工林のしかし、主に戦後に植林された森林の4割を占める人工林の

多くは、木材価格の低迷や林業担い手の減少により、多くは、木材価格の低迷や林業担い手の減少により、

荒れ果てた森に変わろうとしています。荒れ果てた森に変わろうとしています。

このままでは貴重な資源である森林も危ないのです。このままでは貴重な資源である森林も危ないのです。

農林中央金庫は、「公益信託 農林中金80周年森林再生基金（FRONT80）」農林中央金庫は、「公益信託 農林中金80周年森林再生基金（FRONT80）」

を立ち上げ、日本の健康な森の再生に努めています。を立ち上げ、日本の健康な森の再生に努めています。

農林中央金庫 CSR報告書2009 17農林中央金庫 CSR報告書2009 17



都
議
定
書
で
日
本
が
掲
げ
る
温
室
効
果

ガ
ス
削
減
目
標
6.0
%（
1
9
9
0
年

比
）。こ
の
3
分
の
2
に
あ
た
る
3.8
%
が
実
は「
森

林
に
よ
る
C
O
2
吸
収
量
」に
よ
っ
て
賄
わ
れ
る

と
い
う
話
は
意
外
と
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

森
林
は
植
林
さ
れ
て
20
〜
30
年
頃
が
最
も

C
O
2
を
吸
収
し
、炭
素
を
固
定
し
ま
す
。わ
が

国
で
は
、新
た
に
造
成
さ
れ
る
森
林（
新
規
の
植

林
、再
植
林
）が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、京
都

議
定
書
が
定
め
る
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
で
わ
が

国
が
成
果
を
あ
げ
る
に
は
、間
伐
な
ど
の
森
林

整
備
が
最
も
有
効
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、日
本
の
林
業
地
の
多
く
は
、林
業
家

の
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る
う
え
に
後
継
者
が

育
っ
て
お
ら
ず
、森
林
所
有
者
の
多
く
が
不
在

村
者
と
な
っ
て
、手
入
れ
の
行
き
届
か
な
い
山

が
各
地
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
状
況
を

背
景
に
、当
金
庫
は
、創
立
80
周
年
を
機
に
、平

森
林
再
生
基
金（
F
R
O
N
T
80
）が

目
指
す
も
の

京

成
17
年
に
国
内
の
荒
廃
し
た
民
有
林
を
再
生

し
、森
林
の
公
益
性
を
発
揮
さ
せ
る
事
業
・
活

動
に
対
し
て
助
成
を
行
う「
公
益
信
託 

農
林
中

金
80
周
年
森
林
再
生
基
金
」を
設
立
し
ま
し

た
。日
本
の
森
林
危
機
克
服
の
た
め
の「
最
前

線
」と
い
う
意
味
か
ら「
F
R
O
N
T
80
」と
も

呼
ん
で
い
ま
す
。

助成対象事業
国内の荒廃した民有林の公益性を発揮させること
を目指した活動であって、地域の森林に対する長期
ビジョンを持った活動で、かつ費用対効果に十分
配慮した創造性が高いと認められる事業に対して
助成金が支給されます。

助成金額
①助成金額は年額1億円を予定

②1件あたりの助成金の限度額は3,000万円

森林再生基金（FRONT80）

当基金は特定公益信託（信託財産10億円、期間10年程度、１年あたり1億円程度を助成）の仕組みを活用しています。

農林中央金庫
(委託者・出捐者)

森林所有者

森林所有者

森林所有者

森林所有者

森林所有者

森林所有者

農中信託銀行
(受託者)

公益目的執行・日常的運営・財産管理
(事務委任先)全国森林組合連合会

 運営委員会※2信託管理人※1

 主務省
農林水産省

①申請 ②許可

④監督

⑤信託法上の権限
　行使、承認

※1 不特定多数の受益者の
　　代表として、受託銀行の
　　職務執行を監督し、重要
　　事項を承認する。

※2 公益目的遂行のため助成
　　先の推薦や公益信託の
　　事業遂行について助言・
　　勧告を行う。学識経験者
　　数名で構成。

⑦助成組合推薦
　事業助言・勧告

⑨助成金

⑧長期安定
契約

⑥応募

● 森林組合・農漁協
 等協同組合
● NPO法人
● 社団・財団 等

助成先

助成先

助成先

③公益信託設定

農林中金80周年森林再生基金（FRONT80）スキーム図
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飯
はん い

伊森林組合（長野県）の里山の森林再生事業

小
規
模
森
林
所
有
者
が
多
く
、

荒
廃
が
進
む「
里
山
」

伊
地
域
は
、長
野
県
の
最
南
部
、中
央

ア
ル
プ
ス
と
南
ア
ル
プ
ス
に
挟
ま
れ
て

位
置
し
、地
域
の
総
面
積
の
86
％
が
山
林
で
す
。

地
域
の
森
林
所
有
者
約
２
万
人
の
う
ち
、8
割

以
上
が
所
有
面
積
5
ヘ
ク
タ
ー
ル（
ha
）以
下
の

小
規
模
森
林
所
有
者
で
す
。

　

今
回
の
事
業
対
象
地
域（
長
野
県
下
伊
那
郡

高
森
町
）は
、総
面
積
1
8
2.
9
3
ha
、所
有

者
数
は
1
9
4
名
で
、平
均
所
有
面
積
は
1
ha

に
満
た
な
い
小
規
模
所
有
者
が
集
中
す
る
地
域

で
す
。ア
カ
マ
ツ
林
が
48
％
を
占
め
て
い
ま
す

が
、近
年
マ
ツ
ク
イ
ム
シ
に
よ
り
壊
滅
的
な
被
害

を
受
け
て
お
り
、民
家
に
近
い
里
山
で
あ
り
な

が
ら
管
理
も
ま
ま
な
ら
ず
、全
体
的
に
荒
廃
し

た
状
態
に
あ
り
ま
し
た
。　

　

ま
た
、当
組
合
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

組
合
員
の
後
継
者
が
所
有
林
か
ら
離
れ
た
地
域

に
在
住
し
て
い
る
例
も
多
く
、不
在
地
主
化
が

進
め
ば
、里
山
を
含
め
た
山
林
の
荒
廃
が
さ
ら

に
進
行
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

小
規
模
森
林
所
有
者
の
意
識
改
革
へ

組
合
で
は
、平
成
17
年
度
か
ら
組
合
員

に
代
わ
っ
て
森
林
の
現
状
把
握
か
ら
施

業
の
計
画
・
提
案
等
を
行
う「
森
林
管
理
委
託

事
業
」を
進
め
て
き
ま
し
た
。所
有
林
地
20  

ha
以

飯当

助成事業の概要（第３回助成）

マツクイムシにより壊滅的な被害を受けた

高森町の里山アカマツ林の森林再生事業

森
林
再
生
基
金（
F
R
O
N
T
80
）

助
成
先
の
ご
紹
介

マツクイムシの被害により荒廃したアカマツ林

飯伊森林組合の概要（平成21年4月1日現在）
組合員数 10,682名
組合員所有面積 82,202ha
管内市町村数 1市3町9村
役職員数 理事23名、監事5名
 職員57名、常雇人12名、　 
 作業班員125名
平成20年度の総事業費 約20億円

森林再生基金（FRONT80）

林業への支援

長野県

飯田市

松本市

諏訪市

長野市

南アルプス

中央アルプスルプス

市市市市

南アル

田市市市市市市市市市市市市市市市市飯飯飯飯飯田飯田

ケ ー ス ス タ デ ィ ー

こういった状況は、飯伊地域に

限ったことではない。特に小規

模森林所有者は、自分の所有林

の境目さえ分からなくなってい

ることも多いそうじゃ。
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組 下
の
組
合
員
に
つ
い
て
は
管
理
料
を
無
料
と
す

る
な
ど
の
利
用
促
進
策
を
と
っ
た
結
果
、

1
4
6
件
受
託
し
た
も
の
の
、受
託
し
た
森
林

は
平
均
6
・
3
ha
と
比
較
的
規
模
の
あ
る
森
林

所
有
者
か
ら
の
受
託
に
留
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

所
有
林
を
放
置
し
た
り
、組
合
を
脱
退
す
る

事
例
が
多
い
小
規
模
森
林
所
有
者
の「
森
林
管

理
に
対
す
る
意
識
改
革
」を
何
と
か
図
り
た
い

―
―
こ
う
し
た
組
合
の
思
い
を
背
景
に
今
回
の

助
成
事
業
は
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
域
の
未
来
へ
つ
な
が
る
森
林
再
生

合
で
は
、事
業
対
象
森
林
の
所
有
者

1
9
4
名
に
対
し
、荒
廃
し
た
里
山
の

状
況
の
改
善
と
継
続
的
管
理
を
目
的
と
す
る「
里

山
の
森
林
再
生
事
業
」の
地
区
別
説
明
会
を
6

回
開
催
し
、加
え
て
は
が
き
・
電
話
等
に
よ
る
周

知
も
行
い
ま
し
た
。所
有
者
か
ら
は
、「
薪
山
と
し

て
所
有
林
を
活
用
し
た
い
」「
価
値
あ
る
山
に
し
た

い
」「
土
砂
崩
れ
の
な
い
山
に
し
た
い
」と
い
っ
た
積

極
的
意
見
も
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、最
終
的
に

は
約
8
割
に
あ
た
る
1
5
4
名
と「
森
林
管
理
委

託
契
約
」を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

委
託
さ
れ
た
森
林
に
つ
い
て
は
、境
界
確
認
等

の
現
地
調
査
に
よ
り
情
報
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

し
、ア
カ
マ
ツ
の
広
葉
樹
・ヒ
ノ
キ
へ
の
転
換
、ヒ

ノ
キ
林
の
大
径
木
生
産
を
目
指
し
た
長
伐
期
施

業
の
取
組
み
や
作
業
道
の
開
設
整
備
な
ど
今
後

の
適
切
な
管
理
計
画
を
立
案
の
う
え
、特
に
マ
ツ

ク
イ
ム
シ
の
被
害
が
ひ
ど
い
ア
カ
マ
ツ
林
32
カ
所

に
つ
い
て
は
、伐
木
・
搬
出
す
る
な
ど
、個
人
で
は

で
き
な
か
っ
た
森
林
管
理
に
地
域
全
体
で
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

長
年
放
置
さ
れ
た
ア
カ
マ
ツ
林
を
整
備
し
た

こ
と
で
、効
率
的
に
木
材
を
収
穫
し
広
葉
樹
林
へ

転
換
す
る
技
術
な
ど
将
来
へ
の
新
た
な
テ
ー
マ

も
見
え
て
き
ま
し
た
。そ
し
て
、何
よ
り
も
多
く

の
小
規
模
森
林
所
有
者
と
契
約
を
締
結
で
き
、

里
山
再
生
の
意
義
に
つ
い
て
地
域
住
民
が
理
解

を
示
し
て
く
れ
た
こ
と
で
、森
林
整
備
を
継
続
的

に
進
め
て
い
く
道
筋
が
で
き
た
こ
と
が
今
回
の

事
業
の
大
き
な
成
果
で
す
。

　
「
里
山
」の
森
林
再
生
は
今
、始
ま
っ
た
ば
か
り

で
す
。

森林整理が行われた里山の林

「立場の異なる多くの人と手を携えて」
飯伊森林組合 総務部指導企画係　遠

えんどう

藤 寛
ひろ こ

子様

　「FRONT80」の助成をきっかけに、広葉樹林に転

換されたアカマツ林では、地元企業の出資で社員と

小学生による植樹イベントが開かれました。植樹さ

れた森林は所有者、森林組合、地元企業の三者が

協力して継続管理していきます。立場が異なる多くの

人が主体的にかかわることで、より持続的な里山の

森林管理を目指していきたいと思います。

地元小学生と行った植樹イベント
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松阪飯南森林組合（三重県）
林地残材を有価に

─低コスト生産システムの構築と分析─
作業道と高性能林業機械（スイングヤー
ダ、プロセッサ）の組み合わせによる低コス
ト作業システム（未利用材を含めたトータ
ルコスト）の確立と、コスト分析を行い、これ
らの成果の管内全体への波及を目指す。

富山県西部森林組合（富山県）
未来へつなぐ、里山再生プロジェクト
里山林を守り育てる従来のシステム
が機能不全になる前に、ほかの模範
となる新しい循環システム（20～30
年サイクル）のモデル地区を設定し、
活力ある里山広葉樹林の再生を目
指す。 

日南町森林組合（鳥取県）
循環型林業地の形成

─林業収入の安定的確保─
高性能林業機械の導入による低コスト林業を
確立し、3つの定「定量、定品質、定価格」をテー
マに安定的に木材を生産、さらに地元で操業を
開始したLVL（単板積層材）工場に安定供給
し、森林からの安定収入で森林整備を行う。こう
した循環型林業地の形成を目指す。

生栖生産森林組合（兵庫県）
大橋式作業道による「壊れにくい作業道開設」

事業の実践
兵庫県指導林家会とも連携し、急峻な地形に
おいて大橋式の「壊れにくい作業道」を開設し、
高密度路網による低コスト団地化を図り、持続
可能な林業経営を確立し、地域のモデルとして
の普及を目指す。

第4回助成先

第1～3回助成先

いぎす

とやまけん せいぶ

まつさかいいなん

にちなんちょう

森林再生基金（FRONT80）は、既に平成17年度から4回の

募集を行い、これまでに計174件の応募件数から17案件へ

の助成が決定しました。
（平成21年度は募集を終了し、審査中です。）

これまで4年間の取組み

森林再生基金（FRONT80）

林業への支援
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第3回助成では初めてNPO法人へ助成
NPO法人山里の暮らしと豊かな森を守る会

事務局理事 伊
いと う

藤 伸
しん じ

二様

　

長
野
県
中
川
村
四
徳
地
区
は
か
つ
て「
炭
焼
き

の
里
」と
呼
ば
れ
、薪
炭
林
が
維
持
・
管
理
さ
れ
て

き
ま
し
た
。し
か
し
昭
和
36
年
の
土
砂
流
出
災
害

に
よ
る
集
団
離
村
で
、現
在
は
不
在
村
者
所
有
林

が
多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。第
３
回
助
成
対
象
と

な
っ
た「
わ
が
ふ
る
里
の
も
り
再
生
整
備
事
業
」

は
、当
初
の
計
画
で
は
森
林
景
観
調
査
・
埴
生
調

査
等
が
主
体
で
し
た
が
、実
際
に
は
森
林
整
備
に

重
点
を
置
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。事
業
に
対
す

る
理
解
と
山
へ
の
関
心
を
高
め
る
に
は
”厚
い
調

査
報
告
書
“よ
り
”キ
レ
イ
に
な
っ
た
森
林
“を
見

て
も
ら
う
方
が
効
果
的
だ
か
ら
で
す
。所
有
者
だ

け
で
な
く
、今
回
の
事
業
を
評
価
い
た
だ
い
た
中

川
村
が
平
成
21
年
度
に
間
伐
事
業
費
を
予
算
に

組
み
入
れ
る
な
ど
、行
政
と
の
協
働
関
係
を
築
け

た
こ
と
も
、今
後
の
事
業
継
続
に
つ
な
が
る
と
思

い
ま
す
。

未来に価値ある森林資源を残す
森林組合系統の「施業共同化プロジェクト」をサポート

　当金庫は、森林組合系統が平成18年度から実践する「施業
共同化プロジェクト」への支援を開始しました。近年、森林所
有者の高齢化や所有者の世代交代等で、森林の境界線の明確
化、森林の現況把握が喫緊の課題となっています。同プロジェ
クトでは組合員の森林情報を詳細に把握してデータベース化
することを第１ステップに、山林の集約化（大規模化）や機械
化による間伐コストの低減など林業経営の改善、適正な間伐
等による木材の安定供給を目指しています。当金庫は、間伐
等の適正な森林整備活動の推進は、地球温暖化防止にも大き
く寄与することから、平成21年度に森林組合、都道府県森林
組合連合会が森林情報を管理するGIS（地理情報システム）、
境界測量用の機器であるGPS（グローバル・ポジショニング・
システム）、デジタルコンパスを購入またはリースする費用の
一部を助成いたします。
（本年9月には助成を開始しました。）

第3回事業発表会での
プレゼンテーションの様子

伐採木のマーキング作業

GISによる森林情報の検索画面

GPSによる境界測量
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